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す
ば
ら
し
い
俳
優
陣
に
よ

る
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ド
ラ
マ
「
陸
王
」

の
爆
発
的
な
人
気
に
よ
っ
て
、

日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
た

本
市
の
伝
統
文
化
が
全
面
に

打
ち
出
さ
れ
、
全
国
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
今
後
本

市
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
、

経
済
的
効
果
と
文
化
的
効
果

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が

大
き
な
課
題
に
な
る
。

問
　
本
市
の
観
光
客
数
の
現

況
と
目
標
は
。
ま
た
、
外
国

人
観
光
客
も
含
め
た
観
光
振

興
先
進
市
と
し
て
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

答
　
平
成
28
年
度
の
観
光
入

込
客
数
は
約
１
５
０
万
人
で

あ
り
、
32
年
度
末
の
目
標
は

２
０
０
万
人
で
あ
る
。

　
現
在
、
外
国
語
表
記
が
必

要
と
な
る
案
内
看
板
や
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
選
定
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
度

よ
り
外
国
語
が
堪
能
な
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

お
り
、
今
年
は
７
人
が
外
国

語
で
観
光
案
内
で
き
る
よ
う

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
、
外
国
人
向

け
の
情
報
発
信
手
段
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
日
本
遺
産
の
認

定
を
契
機
に
、
約
１
カ
月
間

実
施
し
た
「
足
袋
蔵
の
ま
ち

行
田
歴
史
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」

が
大
変
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、

ツ
ア
ー
を
常
時
開
催
す
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

●
文
化
財
の
災
害
対
策
に
つ

い
て

問
　
大
規
模
災
害
か
ら
行
田

市
の
文
化
財
を
守
る
た
め
の

耐
震
診
断
や
日
常
の
管
理
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
被
害
に
遭
っ
た

歴
史
的
建
造
物
の
支
援
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
文
化
財
指
定
の
際
の
調

査
で
、
可
能
な
範
囲
で
耐
震

診
断
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
被
災
し
た
建
造
物
の
復
旧

対
応
等
、
成
功
事
例
の
把
握

に
努
め
、
万
一
の
災
害
に
備

え
て
い
く
。

答 問

問答

　
今
地
方
自
治
体
に
求
め
ら

れ
る
の
は
知
恵
を
絞
っ
た
施

策
と
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
の
全
庁
的
体
制
で
あ
る
。

問
　
学
力
向
上
に
は
放
課
後

の
対
策
も
重
要
だ
。
中
で
も

家
庭
の
事
情
で
塾
へ
行
け
な

い
な
ど
受
験
を
控
え
た
中
学

生
へ
の
支
援
事
業
は
１
カ
所

の
み
の
実
施
で
十
分
と
は
い

え
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
生

の
報
酬
も
２
時
間
で
１
千
円

程
と
低
い
。
拡
充
の
考
え
は
。

答
　
予
算
と
支
援
者
の
確
保

が
課
題
だ
が
研
究
し
た
い
。

問
　
4
月
か
ら
開
始
し
た
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
好
評
だ

が
、
市
報
11
月
号
の
乗
降
ポ

イ
ン
ト
募
集
の
よ
う
に
定
期

的
な
見
直
し
作
業
は
大
切
で

あ
る
。
今
後
、
利
用
者
年
齢

の
拡
大
、
時
間
の
延
長
、
申

請
窓
口
の
拡
充
の
考
え
は
。

答
　
評
判
が
伝
わ
り
登
録
者

数
は
伸
び
て
い
る
。
半
年
間

の
利
用
は
４
７
６
２
件
、
登

録
者
は
１
２
０
５
人
で
あ
る
。

現
在
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
は
４

８
０
カ
所
だ
が
新
た
に
募
集

し
利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
い
。

問
　
現
行
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト

は
行
政
機
関
で
選
ん
だ
も
の

だ
が
何
か
選
定
基
準
が
あ
っ

て
の
こ
と
か
。
調
剤
薬
局
や

整
骨
院
が
あ
っ
て
理
髪
店
や

飲
食
店
、
墓
地
な
ど
が
な
い

の
は
理
由
が
あ
る
の
か
。

答
　
市
民
の
声
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

問
　
農
道
や
用
水
路
の
整
備

に
つ
い
て
、
多
く
の
要
望
が

出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

予
算
を
理
由
に
な
か
な
か
整

備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。

高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足

も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
国

が
推
奨
す
る
農
地
の
集
積
作

業
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
そ

の
集
積
の
効
用
は
。

答
　
平
成
28
年
度
末
の
集
積

率
は
31
・
８
％
で
あ
り
、
近

隣
他
市
に
比
べ
進
ん
で
い
る
。

重
点
実
施
区
域
に
お
い
て
集

積
が
進
ん
だ
場
合
、
水
路
、

農
道
整
備
事
業
費
に
対
し
国

か
ら
50
％
の
交
付
が
あ
る
。

問

答

答 問

問答 問

答

観
光
行
政
に
つ
い
て大

河
原

　梅

　夫

（
公
明
党
）

観 光 行 政

学
力
向
上
・
交
通
利
便
性
ア
ッ
プ
に

全
庁
で
取
り
組
み
を

細

　谷

　美
恵
子

（
発
言
と
行
動
す
る
会
）

リーダーシップ

市政に対する　一般質問市政に対する　一般質問

問
　「
さ
き
た
ま
火
祭
り
」
は
、

商
工
祭
、
古
墳
祭
り
か
ら
始

ま
り
、
後
に
埼
玉
地
区
で
の

実
施
要
望
が
あ
り
、
当
時
の

各
種
団
体
や
地
域
住
民
の
尽

力
に
よ
り
始
ま
っ
た
。

　
毎
年
来
場
者
数
が
増
え
、

現
在
で
は
10
万
人
も
の
来
場

者
を
集
め
て
い
る
。
今
後
も

後
世
に
受
け
継
い
で
い
く
た

め
に
は
、
行
政
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
の
見
解
は
。

答
　
埼
玉
県
に
お
い
て
も
全

国
に
誇
れ
る
県
内
観
光
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
ま
さ
に
本
市
を

代
表
す
る
祭
り
で
あ
る
と
認

識
を
し
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
成
長
を
遂
げ
た

「
さ
き
た
ま
火
祭
り
」は
、
地

元
埼
玉
地
区
住
民
の
長
年
に

わ
た
る
努
力
と
団
結
力
の
た

ま
も
の
で
あ
り
、
実
行
委
員

会
を
初
め
と
す
る
す
べ
て
の

関
係
者
に
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
今
後
、「
さ
き
た
ま
火
祭
り
」

の
運
営
を
側
面
か
ら
支
え
、

祭
り
開
催
に
伴
う
関
係
機
関

と
の
連
絡
や
手
続
に
つ
い
て
、

実
行
委
員
会
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
最
大
限
の
支
援
を

講
じ
て
い
く
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
北
鴻
巣
駅
か

ら
運
行
し
て
い
る
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
よ
り
快
適
な
運
行
に

向
け
て
、
バ
ス
車
内
に
お
け

る
火
祭
り
の
案
内
を
初
め
と

し
た
来
場
者
へ
の
お
も
て
な

し
の
提
供
な
ど
、
可
能
な
支

援
に
つ
い
て
も
調
整
を
図
っ

て
い
く
。

　
あ
わ
せ
て
、「
さ
き
た
ま
火

祭
り
」
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
く
。

問答

さ
き
た
ま
火
祭
り
に
つ
い
て

柴

　﨑

　登
美
夫

（
新
政
策
研
究
会
）

観 光 行 政

さきたま火祭り
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平
成
29
年
に
文
部
科
学
省

が
実
施
し
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
に
よ
る
と
埼
玉

県
は
全
国
47
都
道
府
県
中
、

小
学
生
が
35
位
、
中
学
生
は

34
位
で
あ
っ
た
。

　
私
的
計
算
で
は
あ
る
が
、

本
市
は
埼
玉
県
が
公
表
し
て

い
る
35
市
中
、
小
学
生
は
29

位
、
中
学
生
は
27
位
と
な
る
。

　
特
に
、
国
や
県
と
比
較
し

て
国
語
の
読
む
・
聞
く
・
話

す
等
基
礎
分
野
及
び
算
数
Ｂ

の
４
区
分
全
部
が
大
幅
な
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
総
合
教
育
会
議
の
目
標

は
。

答
　
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を

目
指
し
取
り
組
む
。

問
　
少
人
数
学
級
の
チ
ェ
ッ

ク
・
見
直
し
は
。

答
　
今
後
も
成
果
と
課
題
を

検
証
の
上
、
改
善
を
図
る
。

問
　
学
力
調
査
結
果
を
見
て

市
長
は
満
足
し
て
い
る
か
。

答
　
学
力
向
上
の
余
地
は
あ

る
。
向
上
に
向
け
取
り
組
む
。

問
　
教
育
長
は
結
果
に
満
足

し
て
い
る
か
。

答
　
伸
び
し
ろ
は
十
分
あ
る
。

改
善
し
、
伸
び
を
実
感
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

問
　
学
力
水
準
が
本
市
は
低

い
と
い
う
認
識
は
あ
る
か
。

答
　
低
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
平
成
15
年
か
ら
毎
年
約

１
億
２
千
万
円
を
教
育
に
投

資
し
て
い
る
が
効
果
的
で
な

い
と
い
う
認
識
は
あ
る
か
。

答
　
学
力
の
面
で
少
人
数
学

級
の
効
果
は
、
十
分
に
発
揮

さ
れ
て
い
な
い
。

問
　
少
人
数
学
級
と
複
数
担

任
制
の
ど
ち
ら
が
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

答
　
算
数
等
の
教
科
指
導
に

関
し
て
は
複
数
担
任
制
が
効

果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
教
育
長
や
部
長
は
予
告

な
し
の
学
校
訪
問
は
し
て
い

る
か
。

答
　
予
告
な
し
で
は
行
っ
て

い
な
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
消
防
長
の
パ
ワ
ハ
ラ

〇
ご
み
処
理
場
の
余
熱
利
用

問問 答答問問 答

問答答 問答問 問答 答

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

行
田
市
は
低
迷

石
　
井
　
直
　
彦

（
発
言
と
行
動
す
る
会
）

教 育 行 政

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書

 

（
原
案
可
決
）

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に

つ
い
て
は
、
２
０
０
６
年
度
か
ら

国
の
負
担
割
合
が
３
分
の
１
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
地
方
が
負
担
す
る

３
分
の
２
の
財
源
は
、
税
源
移
譲

と
地
方
交
付
税
に
よ
る
調
整
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
、
多
く
の
道
府
県
で
財

源
不
足
が
生
じ
て
い
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
削
減
さ
れ
続
け
る
地
方
交
付
税

で
調
整
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
治

体
の
財
政
能
力
の
格
差
も
拡
大
し

て
い
る
た
め
、
「
教
育
の
機
会
均

等
」
を
大
き
く
崩
す
事
態
と
な
り

ま
す
。

　
仮
に
、
税
源
移
譲
配
分
額
が
国

庫
負
担
削
減
額
を
上
回
る
自
治
体

で
も
、
そ
の
増
額
分
が
教
育
予
算

に
配
分
さ
れ
る
保
障
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
さ
ら
に
、
政
府
は
負
担
率
削
減

に
と
ど
ま
ら
ず
、
引
き
続
き
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
金
の
全
額
税
源

移
譲
と
制
度
の
廃
止
を
検
討
し
て

い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
安
定
的
に
教
育
予
算

が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
も
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
維
持
・

拡
充
を
は
か
り
、
負
担
率
を
２
分

の
１
に
復
活
す
る
こ
と
を
要
望
い

た
し
ま
す
。

（
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
財

務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣
・
総
務

大
臣
）

○
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」

の
復
活
を
国
に
求
め
る
意
見
書

 

（
否
決
）

○
行
田
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

（
原
案
可
決
）

　
人
事
院
勧
告
等
を
踏
ま
え
た
本

市
一
般
職
及
び
特
別
職
の
給
与
改

定
等
に
準
じ
て
、
市
議
会
議
員
の

期
末
手
当
に
つ
い
て
も
引
き
上
げ

を
行
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

意見書

意
見
書
を

関
係
機
関
に
送
付

条例

期
末
手
当
の

　
　
　引
き
上
げ

一般
質問

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執
行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針等について質問した
り、説明や報告を求めたりするものです。12月定例会では16人の議
員が一般質問を行いました。各議員の主な質問は次のとおりです。

詳細は次の方法よりご覧ください。
◆インターネット議会中継
　生中継（開催日のみ）・録画放映がご覧いただけます。
◆会議録
　冊子は市役所市政情報コーナー、図書館、地域公民館でご覧いただけま

す。なお、会議録はインターネットでもご覧いただけます。
　※12月定例会の会議録は３月に発行予定です。 専用アプリで読み取ると

議会中継がご覧いただけます


